
 



【医療機器メーカー 年収ランキング】 

日本国内企業上位１２社比較 

【医療機器業界の特徴】 

～メリット～ 

景気に影響を受けない業界。2020 年現在業績は好調。 

医療が廃れることはないため定年退職まで勤め上げることが可能である。 

海外に注力しているため、営業は英語が使えれば海外勤務が高確率で可能になってくる。 

～デメリット～ 

コンプライアンス等の意識が高く、規範に縛られがち。保守的な風土が根付く。 

順位 社名 

2020 年度 

平均年収 平均年齢 採用人数 

１位 日本光電 ８８５万円 ４０歳 ６４名 

２位 オリンパス ８４７万円 ４２歳 ２２５名 

３位 日本ライフライン ８２７万円 ３９歳 ２０名 

４位 シスメックス ８１８万円 ４１歳 ６９名 

５位 島津製作所 ８１０万円 ４３歳 １２５名 

６位 オムロンヘルスケア ８０４万円 ４４歳 ３０名 

７位 テルモ ７８４万円 ４３歳 １１８名 

８位 フクダ電子 ７５０万円 ４３歳 ２０名 

９位 キャノンメディカルシステムズ ７３９万円 ４３歳 ９１名 

９位 コニカミノルタ（ヘルスケア） ７３９万円 ４８歳 ７４名 

１０位 朝日インテック ６３０万円 ３８歳 ５０名 

１１位 日機装 ６１１万円 ４２歳 ３０名 



【専門商社 年収ランキング】 

日本国内企業上位１0 社比較 

順位 社名 

2020年度 

平均年収 平均年齢 採用人数 

１位 JFE商事 １１６４万円 ４１歳 ６１名 

２位 伊藤忠丸紅鉄鋼 １０６６万円 ４０歳 ３８名 

３位 伊藤忠エネクス １０５２万円 ４１歳 ２４名 

４位 メタルワン １０５０万円 ４２歳 ２４名 

５位 阪和興業 １０４７万円 ４０歳 １１３名 

６位 岡谷鋼機 １０２２万円 ３８歳 ２８名 

７位 長瀬産業 １０１３万円 ４１歳 ５４名 

８位 日鉄住金物産 １００８万円 ４４歳 ８５名 

９位 稲畑産業 １００６万円 ４２歳 ３３名 

１０位 カナデン ９２７万円 ４２歳 ２６名 

【専門商社の特徴】 

～メリット～ 

電子・半導体や機械、化学など国内外で底堅い。 

専門商社のため、スペシャリストになれる。 

会社によっては海外勤務も可能。 

～デメリット～ 

歴史ある企業故に堅実保守的な経営体制で、年功序列を重視する。 

営業や海外駐在の場合プライベートは調整しにくい。 

仕事の幅が狭いため、転職市場で戦えるスキルは付きにくい。 

 

 



【医薬品メーカー 年収ランキング】 

日本国内企業１２社比較 

順位 社名 

2020年度 

平均年収 平均年齢 採用人数 

１位 第一三共 １１０４万円 ４４歳 １２８名 

２位 アステラス製薬 １０７９万円 ４３歳 ９８名 

３位 エーザイ １０４５万円 ４５歳 １００名 

４位 武田薬品工業 １０３８万円 ４１歳 ２６名 

５位 中外製薬 ９５３万円 ４３歳 ５８名 

６位 旭化成ファーマ ９２８万円 ４３歳 約１５名 

７位 塩野義製薬 ９１９万円 ４２歳 ７９名 

８位 小野薬品工業 ９０６万円 ４１歳 ６１名 

９位 大塚製薬 ８７９万円 ４３歳 ９６名 

１０位 田辺三菱製薬 ８７６万円 ４５歳 ２１名 

１１位 大正製薬 ８７５万円 ４５歳 ５８名 

１２位 大日本住友製薬 ８６３万円 ４２歳 ３１名 

【医薬品メーカーの特徴】 

～メリット～ 

住宅手当や営業手当などの福利厚生が充実している。（⇔転勤が多い。） 

研究開発だと社会貢献性が高い。また薬学部の６年制の人達と働けるため、４年制の大学から入社できる  

と幸運かもしれない。 

～デメリット～ 

薬価制度抜本改正などで国内市場は縮小懸念。MRの今の給料水準は保てる見込みは低いかも・・・ 



【食品・飲料メーカー年収ランキング】 

日本国内企業１２社比較 

順位 社名 

2020年度 

平均年収 平均年齢 採用人数 

１位 サントリーホールディングス １１２７万円 ４１歳 １１６名 

２位 サントリー食品インターナショナル １０８６万円 ４２歳 ４２名 

３位 キリン（ビール） １０５１万円 ４３歳 ７４名 

４位 アサヒビール ９９２万円 ４３歳 ７１名 

５位 味の素 ９４５万円 ４３歳 ８５名 

６位 日本ハム ８７１万円 ４３歳 ５１名 

７位 カゴメ ８７０万円 ４０歳 ４０名 

８位 日清製粉グループ ８６３万円 ４２歳 ８７名 

９位 カルビー ８５３万円 ４３歳 １０名 

１０位 ミツカングループ ８４９万円 ４５歳 ４３名 

１１位 味の素AGF ８４５万円 ４２歳 ２７名 

１２位 江崎グリコ ８３６万円 ４３歳 ３８名 

【食品・飲料メーカーの特徴】 

～メリット～ 

大手企業なため福利厚生はかなり充実している。 

CM 広告を多数打ち出しているため、企業としてのブランド力はかなり高い。 

働いている限り、社会的信頼性はかなり高いと考えてよい。 

～デメリット～ 

採用倍率は平均して１５０倍近くあるためかなり新卒入社は難しい。の割に給与水準は特別高くない。 



【総合商社 年収ランキング】 

日本国内企業７社比較 

順位 社名 

2020年度 

平均年収 平均年齢 採用人数 

１位 三菱商事 １５４１万円 ４３歳 約１５０名 

２位 伊藤忠商事 １４６１万円 ４１歳 １３２名 

３位 三井物産 １４２０万円 ４２歳 １７０名 

４位 丸紅 １３２２万円 ４２歳 １１０名 

５位 住友商事 １３０４万円 ４３歳 ２１３名 

６位 双日 １１０３万円 ４２歳 １２１名 

７位 豊田通商 １０５２万円 ４２歳 ７７名 

【総合商社の特徴】 

総合商社とは 

輸出入貿易ならびに国内における物資の販売を業務の中心にした、商業を営む業態の会社であり 

その中でも特に幅広い商品・サービスを取り扱うのが総合商社である。 

～メリット～ 

入社すれば勝ち組と呼ばれる企業の一つ。 

商材/転勤にこだわりなく稼ぎたい人はおすすめ。 

昨今ワークライフバランスの向上により、平均時給が５０００円近くにはなる。 

グローバルに働ける環境が整っている。 

英語を扱う仕事の代表格。 

理系の院生の場合は積極採用中。 

～デメリット～ 

商社に共通して言えることだが、配属リスクが高い。 

希望の商材部署に配属される可能性は極めて低く、一度配属されると異動は殆ど無い。 

やはり組織硬直・年功序列の側面はある。 

年次とともに給与は相当の水準まで上昇するが、成長や権限の大きな仕事は若手では見込みにくい。 

 



【銀行 年収ランキング】 

日本国内企業１０社比較 

順位 社名 

2020年度 

平均年収 平均年齢 採用人数 

１位 三菱UFJ信託銀行 ９７８万円 ４３歳 ２５０名 

２位 三菱UFG銀行 約９００万円 ３８歳 ９５１名 

３位 日本銀行 ８３３万円 ４３歳 １５０名 

４位 三井住友信託銀行 ８１５万円 ４０歳 ４１０名 

５位 三井住友銀行 ８１１万円 ３６歳 ６５０名 

６位 りそなホールディングス（銀行） 約８００万円 ４０歳 ５６５名 

７位 
みずほファイナンシャルグループ

（銀行） 
約８００万円 ３９歳 ７００名 

８位 SMBC信託銀行 約８００万円 ４０歳 ５０名 

９位 横浜銀行 約７５０万円 ４２歳 １２７名 

１０位 静岡銀行 約７５０万円 ４３歳 １８７名 

【銀行の特徴】 

～メリット～ 

三大メガバンクに就職できれば、とにかく知名度が獲得でき、就活マウントができる。 

同期が多い。住宅手当や社員寮の充実。 

出世競争が激しい分、本店に残れれば３５歳で年収１０００万円は超える。 

～デメリット～ 

メガバンクを見てもらえば分かるが採用人数が多い分、当然離職率は高い。 

３年以内離職率→約４０％ ５年以内離職率→約７０％ 

全国転勤は当たり前 

日本銀行のマイナス金利政策が続き、銀行にとって最大の収益圧迫要因は消えない。 

地方銀行は日本銀行のマイナス金利政策で本業利益の縮小が続く。 



【自動車系メーカー 年収ランキング】 

日本国内企業１１社比較 

順位 社名 

2020年度 

平均年収 平均年齢 採用人数 

１位 トヨタ自動車 約１０００万円 ４３歳 ４００名 

２位 日産自動車 約９５０万円 ４３歳 ３８０名 

３位 ブリジストン ８６５万円 ４２歳 １１８名 

４位 トヨタ車体 ８２４万円 ４１歳 １２２名 

５位 デンソー ８１２万円 ４１歳 ４５１名 

６位 本田技研工業 ８０８万円 ４３歳 ５２７名 

７位 豊田自動織機 ７９５万円 ４２歳 １７６名 

８位 住友ゴム工業 ７９５万円 ４０歳 ８３名 

９位 アイシン精機 ７８９万円 ３９歳 １８３名 

１０位 日清紡ホールディングス ７７０万円 ４３歳 ３０名 

１１位 東海理化 ７６４万円 ４０歳 ８１名 

【自動車系メーカーの特徴】 

～メリット～ 

世界で時価総額４６位であるトヨタ自動車の影響力が強く、世界的な自動車生産は底堅い。 

完成車メーカーの総合職・開発職における平均年収は四季報やネットに記載してある年収よりも明らかに

高い。 

～デメリット～ 

軽の新車効果が一巡することや商用車の低迷が足を引っ張り全体で微減。 

円安や原材料高が重くのしかかる。 



【電機・事務機器 年収ランキング】 

日本国内企業１３社比較 

順位 社名 

2020年度 

平均年収 平均年齢 採用人数 

１位 キーエンス ２０８８万円 ３６歳 ２４０名 

２位 東京エレクトロン １０７６万円 ４４歳 ２３６名 

３位 ディスコ １０６４万円 ３９歳 １０３名 

４位 ソニー １０１３万円 ４５歳 ４００名 

５位 SCREENホールディングス ９５６万円 ４５歳 ６６名 

６位 富士ゼロックス ８９６万円 ４６歳 ７９名 

７位 アドバンテスト ８９２万円 ４６歳 ２１名 

８位 横河電機 ８９０万円 ４５歳 ５２名 

９位 日立製作所 ８７２万円 ４２歳 ６００名 

１０位 富士電機 ８３７万円 ４５歳 １９５名 

１１位 京セラ ８０２万円 ４２歳 ３４９名 

１２位 リコー ８００万円 ４４歳 １５５名 

１３位 三菱電機 ７９５万円 ４０歳 ９２０名 

【電気・事務機器の特徴】 

～メリット～ 

通信技術の進化や自動車など電子部品の搭載増・高機能化が進む業界が多い。工場の自動化も流れ。 

～デメリット～ 

企業規模が巨大なため変革が進みにくく、今後も現況が継続することが見込まれる。年功序列。 



【機械 年収ランキング】 

日本国内企業１１社比較 

順位 社名 

2020年度 

平均年収 平均年齢 採用人数 

１位 ファナック １３４７万円 ４２歳 １２３名 

２位 三井海洋開発 ９６４万円 ３９歳 ６名 

３位 栗田工業 ９４７万円 ４１歳 ３９名 

４位 住友重機械工業 ９３０万円 ４５歳 １１４名 

５位 タクマ ８９２万円 ４３歳 ２０名 

６位 川崎重工業 ８５３万円 ４０歳 約２００名 

７位 三菱重工業 ８４５万円 ３９歳 １８０名 

８位 荏原製作所 ８３３万円 ４４歳 ８２名 

９位 中外炉工業 ８２５万円 ４４歳 １４名 

１０位 神鋼環境ソリューション ８２１万円 ４４歳 １２名 

１１位 マキタ ８１４万円 ４１歳 １１１名 

【機械メーカーの特徴】 

～メリット～ 

給与・会社の安定性等では良い会社が多い。 

幅広い分野の製品を持っており、リスク分散がされている。 

～デメリット～ 

年収は軒並み高めだが、基本給ではなく残業代で稼ぐイメージで、相当に忙しい。 

スピード感がなく、保守的で、縦割りトップダウンが常。 

 

 



【IT 企業 年収ランキング】 

日本国内企業１２社比較 

順位 社名 

2020年度 

平均年収 平均年齢 採用人数 

１位 野村総合研究所 １１６６万円 ４０歳 ３００名 

２位 大和総研グループ １１４２万円 ４０歳 約８０名 

３位 三菱総合研究所 ９７６万円 ３９歳 ３２名 

４位 トレンドマイクロ ９１５万円 ３９歳 ２０名 

５位 電通国際情報サービス ８９８万円 ４１歳 ３９名 

６位 オービック ８７７万円 ３６歳 １２０名 

７位 伊藤忠テクノソリューションズ ８５５万円 ４１歳 １５５名 

８位 新日鐵住金ソリューションズ ８３８万円 ４１歳 １４８名 

９位 みずほ情報総研 ８３７万円 ４３歳 ７８名 

１０位 NTTデータ ８２０万円 ３８歳 ４３０名 

１１位 大塚商会 ８０８万円 ４１歳 ３０５名 

１２位 東洋ビジネスエンジニアリング ８０８万円 ４１歳 １９名 

【IT 企業の特徴】 

～メリット～ 

大型案件一巡による減少はあるが、企業の IT 投資意欲は旺盛。案件規模は小さくても堅調な伸びが続く。 

ビックデータや IoT は依然として成長段階で好調。つれてソフトウェアも緩やかな成長が続く。 

～デメリット～ 

サービス残業が多いイメージがそのまま残っている会社も多い。 

SE で就職すると、思ったよりもプログラミングを必要とせず、「手に職」とは言い難い。 



【通信サービス 年収ランキング】 

日本国内企業１２社比較 

順位 社名 

2020年度 

平均年収 平均年齢 採用人数 

１位 ソフトバンクグループ １１５８万円 ４０歳 ３５０名 

２位 KDDI ９３６万円 ４３歳 ２９０名 

３位 日本電信電話（NTT） ９０５万円 ４１歳 ５６名 

４位 NTTドコモ ８７４万円 ４０歳 ４００名 

５位 NTTコミュニケーションズ ８５０万円 ４３歳 ２４６名 

６位 NTT東日本 ８００万円 ４０歳 ２５０名 

７位 インフォコム ７８７万円 ４４歳 ２２名 

７位 NTT西日本 ７８４万円 ４３歳 ４０３名 

８位 ソフトバンク ７８４万円 ３９歳 ３００名 

９位 ディー・エヌ・エー ７５０万円 ４１歳 １４８名 

１０位 ティーガイア ７０８万円 ３７歳 １１８名 

１１位 ジュピターテレコム（J:COM） ７００万円 ４０歳 １６６名 

【通信サービスの特徴】 

～メリット～ 

勤務地以外はホワイト企業と言われるほど福利厚生や労働環境は良い。 

NTT が光回線をさまざまな業種に卸すことで、新規顧客が広がる「光コラボ」には成長の余地がある。 

～デメリット～ 

携帯回線の高成長が見込めない中、今後楽天の新規参入で競争激化していく流れ。 

年次とともに給与は相当の水準まで上昇するが、成長や権限の大きな仕事は若手では見込みにくい。 



【証券会社 年収ランキング】 

日本国内企業１１社比較 

順位 社名 

2020年度 

平均年収 平均年齢 採用人数 

１位 野村証券 １１３２万円 ３９歳 約５００名 

２位 SMBC日興証券 １０６０万円 ４０歳 ３４０名 

３位 大和証券グループ １０４５万円 ３８歳 ７００名 

４位 みずほ証券 １０２１万円 ４０歳 ３５０名 

５位 三菱UFGモルガンスタンレー証券 ９８４万円 ４１歳 ２８０名 

６位 松井証券 ８２５万円 ３９歳 ６名 

７位 岡三証券 ８２４万円 ３９歳 ２５０名 

８位 いちよし証券 ７５９万円 ４４歳 ５０名 

９位 SBIホールディングス ７５６万円 ３８歳 １５名 

１０位 水戸証券 ７４５万円 ４３歳 ５６名 

１１位 東海東京ファイナンシャルHR ７１４万円 ３８歳 １７４名 

【証券会社の特徴】 

～メリット～ 

国内企業の年収平均と比べると、給与は相当高い。 

大量採用しているため、誰にでもチャンスがある。 

～デメリット～ 

大量採用しているために、労働環境が厳しく、離職率も極めて高い。 

業界１位の野村 HD が「赤字に転落、役員賞与ゼロに」なったこともあり、市場の流動性に不安はあり。 

リテール営業だと３年以内離職率約４０％、５年以内離職率約６０％の戦闘民族。 

軍隊ともいわれるほどの、圧倒的に縦割り社会であり、若手からの挑戦が好まれる業界ではない。 



【生保・損保 年収ランキング】 

日本国内企業１１社比較 

順位 社名 

2020年度 

※平均年収 平均年齢 採用人数 

１位 東京海上日動 １２００万円 ４２歳 ５９２名 

２位 三井住友海上火災保険 １１００万円 ４１歳 ４６０名 

３位 日本生命保険 １０００万円 ４０歳 １６０名 

４位 第一生命保険 １０００万円 ４２歳 ２１５名 

５位 明治安田生命保険 １０００万円 ４４歳 ２９０名 

６位 住友生命保険 １０００万円 ４６歳 ２４６名 

７位 損害保険ジャパン日本興和 ９００万円 ４２歳 約４００名 

８位 あいおいニッセイ同和損保 ９００万円 ４３歳 ４４８名 

９位 東京海上日動あんしん生命保険 ８５０万円 ４２歳 ４０名 

１０位 かんぽ生命 ８００万円 ４３歳 ５６名 

１１位 オリックス生命 ８００万円 ３９歳 ７５名 

【生保・損保の特徴】 

※平均年収⇒完全にエリート採用の基幹職の平均年収を記載しております。全体の平均年収として算出す

る場合は、マイナス３００万円のイメージを持ってください。 

～メリット～ 

ビジネス戦闘力が向上する。（適当） 

～デメリット～ 

大量採用しているが、ほとんどが女性の営業で構成されるため、基幹職（総合職）の選考は難しい。 

人口減少や少子高齢化で国内市場は厳しさを増す。マイナス金利の長期化で運用も困難に。 

四季報でさえ、離職率と平均年収を記載できていないために、ブラック臭は大いに感じる。 



【カード・リース 年収ランキング】 

日本国内企業１１社比較 

順位 社名 

2020年度 

平均年収 平均年齢 採用人数 

１位 オリックス １０８７万円 ４１歳 ２６３名 

２位 三井住友カード ９５０万円 ４０歳 ５７名 

３位 ジェーシービー ９２７万円 ３８歳 ６３名 

４位 興銀リース ８９２万円 ４２歳 １９名 

５位 JA三井リース ８９１万円 ４２歳 ２６名 

６位 住友三井オートサービス ８５５万円 ４１歳 ５５名 

７位 芙蓉総合リース ８４５万円 ４１歳 ３１名 

８位 三井住友ファイナンス＆リース ８３６万円 ４１歳 ８２名 

９位 リコーリース ８２８万円 ４１歳 １５名 

１０位 東京センチュリー ８２４万円 ４２歳 １８名 

１１位 NTTファイナンス ８２２万円 ４２歳 ５６名 

【カード・リースの特徴】 

～メリット～ 

キャッシュレス化が浸透し、売り上げが右肩上がり。 

格差も少ないため基本的に社内の雰囲気は穏やか。 

～デメリット～ 

フィンテック企業も含めた競争が激化、システムなどの投資負担も。 

年功序列型の組織で、特に成果を残さなくても給与は上がる。 

役員は出向者が多く、それで平均年収は高くなっている会社もある。 

改革的な取り組みにチャレンジする環境ではない。 



【化粧品・トイレタリー 年収ランキング】 

日本国内企業上位９社比較 

【化粧品・トイレタリーの特徴】 

～メリット～ 

高価格帯化粧品の好調持続。訪日客需要もまだまだ底堅い。空港免税店の強化も実施しているため英語を

活かせる市場でもある。会社への愛情が強い人材が多く、腰を据えて長く働くには良い環境である。 

イエスマンの多い体育会系とは違い穏やかな人が多い。ワークライフバランスも好調。 

終身雇用にはおすすめの業界であると言える。 

副業を認めている会社も多い業界でもある。 

～デメリット～ 

年功序列かつ上の世代が詰まっているため、若手が抜粋される環境ではない。 

トップダウンでグローバル化を推進しているものの、日本企業的な思考の中間層も多く、 

浸透にはまだ時間が必要である（期待値は高い） 

やはり、化粧品や衛生用品が多いためか男性は働きにくいかもしれない。。。 

順位 社名 

2020 年度 

平均年収 平均年齢 採用人数 

１位 ユニ・チャーム ８５９万円 ４１歳 ５３名 

２位 コーセー ８３５万円 ４３歳 ６２名 

３位 小林製薬 ８３２万円 ４０歳 ６２名 

４位 花王 ８２４万円 ４２歳 １５２名 

５位 ポーラ ７９４万円 ４０歳 ２２名 

６位 アース製薬 ７９２万円 ４０歳 ２４名 

７位 ライオン ７８３万円 ４３歳 ８０名 

８位 ミルボン ７５２万円 ３６歳 ３９名 

９位 資生堂 ７２３万円 ４１歳 １４３名 



【化学メーカー 年収ランキング】 

日本国内企業１３社比較 

順位 社名 

2020年度 

平均年収 平均年齢 採用人数 

１位 三井化学 １０３８万円 ４１歳 ９８名 

２位 三菱ケミカル ９９５万円 ４３歳 １９０名 

３位 住友化学 ９８４万円 ４０歳 １０８名 

４位 クラレ ９６０万円 ４１歳 ７６名 

５位 帝人 ９４７万円 ４３歳 ７６名 

６位 積水化学工業 ９３５万円 ４３歳 １１７名 

７位 旭化成グループ ９２８万円 ４３歳 ２４０名 

８位 昭和電工 ９２３万円 ４０歳 ４７名 

９位 大陽日酸 ９２１万円 ４４歳 ５５名 

１０位 三菱ガス化学  ９１５万円 ４０歳 ４７名 

１１位 日油 ９１１万円 ４３歳 ３３名 

１２位 日産化学 ９０３万円 ４０歳 ３５名 

１３位 デンカ ９０１万円 ４１歳 ３９名 

【化学メーカーの特徴】 

～メリット～ 

原燃料高や円高、労務費上昇が逆風だが、自動車や半導体向けの機能材料が伸び、業績回復。  

～デメリット～ 

日本企業的な特色は強い。研究職はいろいろと良いが、その他の職種は転勤リスク高め。 



【金属・鉄鋼・非鉄 年収ランキング】 

日本国内企業１１社比較 

順位 社名 

２０２０年度 

平均年収 平均年齢 採用人数 

１位 LIXIL １１００万円 ４５歳 １９３名 

２位 新日鐵住金 １０２０万円 ３８歳 ２７７名 

３位 住友金属鉱山 ９６８万円 ４１歳 ３６名 

４位 ＪＸ金属 ９５５万円 ４０歳 ４０名 

５位 ＪＦEスチール ９３３万円 ４１歳 ２０６名 

６位 大同特殊鋼 ８６６万円 ３９歳 ５７名 

７位 古河電気工業 ８６４万円 ４４歳 １０２名 

８位 愛知製鋼 ８１２万円 ３９歳 ２９名 

９位 YKK AP ８０９万円 ４２歳 ８３名 

１０位 住友電気工業 ８０４万円 ４２歳 ２０６名 

１１位 神戸製鋼所 ８０２万円 ４０歳 ９９名 

【金属・鉄鋼・非鉄の特徴】 

～メリット～ 

鋼材需要は国内、海外ともに旺盛。 

非鉄市場は全般上昇してはいるが一服感。各社の業績は市場要因を除けば電子材料、自動車関連は好調 

～デメリット～ 

副資材価格高騰と価格転嫁の成否が焦点。また米国発の貿易戦争が懸念材料。 

官僚的な縦割り社会であり、保守的でトップダウンな企業文化に馴染むことが求められる。 

優秀な人材は多いが、考え方が一様であり、考え方が馴染まない社員はと疎まれる。 

 



【建設 年収ランキング】 

日本国内企業１１社比較 

順位 社名 

２０２０年度 

平均年収 平均年齢 採用人数 

１位 鹿島 １１０２万円 ４４歳 ２４７名 

２位 大成建設 １０８６万円 ４３歳 ２５６名 

３位 大林組 １０４６万円 ４２歳 ２５６名 

４位 JFEエンジニアリング １０３０万円 ４４歳 ７８名 

５位 竹中工務店 １００１万円 ４４歳 ２３２名 

６位 奥村組 ９９５万円 ４３歳 ９０名 

７位 新日鐵住金エンジニアリング ９８５万円 ４３歳 ３９名 

８位 清水建設 ９６７万円 ４５歳 ３１０名 

９位 NIPPO ９５１万円 ４５歳 ４９名 

１０位 東急建設 ９４５万円 ４６歳 １０６名 

１１位 前田建設工業 ９４３万円 ４４歳 １４５名 

【建設業界の特徴】 

～メリット～ 

官民ともに建設需要は依然旺盛、大手の利益水準もバブル期越え。 

プラントエンジニアリングとして海外大型 LNG プロジェクトが復活の兆しで受注増へ期待高まる。 

収益体質改善へ LNG 分野の育成も急ぐ。 

～デメリット～ 

地方ゼネコンの業績には陰りも。 

 

 



【不動産 年収ランキング】 

日本国内企業１０社比較 

順位 社名 

２０２０年度 

平均年収 平均年齢 採用人数 

１位 ヒューリック １５３０万円 ４０歳 ８名 

２位 三菱地所 １２２９万円 ４１歳 ３８名 

３位 住友不動産 １２２２万円 ４３歳 ２２名 

４位 東京建物 １２００万円 ４２歳 ２１名 

５位 野村不動産 １１６４万円 ４２歳 ５３名 

６位 三井不動産 １１１２万円 ４１歳 ４０名 

７位 森ビル １０８５万円 ４３歳 ３６名 

８位 東急不動産 約１０００万円 ４１歳 ３４名 

９位 森トラスト 約１０００万円 ３９歳 １６名 

１０位 NTT都市開発 ８４９万円 ４３歳 ２６名 

【不動産業界の特徴】 

～メリット～ 

オフィスビル稼働率は高く、大手不動産の業績は最高益圏である。 

エネルギッシュな人が多く、少数精鋭のため同期のレベルも高い。 

上位９社は入社できれば、どの大学においても就職上位に入る企業。 

～デメリット～ 

目下の超低金利が続く保証はない。 

新卒総合職は幹部候補として重用されるが、泥臭い営業経験も積む必要がある。 

成果に応じて決まるボーナスの割合がかなり高く、成果を出し続ける必要がある。 

総合職でも実力主義的な色が強く、降格や減給もある。 

 



【住宅・マンション 年収ランキング】 

日本国内企業１０社比較 

順位 社名 

２０２０年度 

平均年収 平均年齢 採用人数 

１位 積水ハウス ９４３万円 ４１歳 ４９０名 

２位 新日鉄興和不動産 ９３９万円 ４４歳 １６名 

３位 長谷工グループ ９０５万円 ４１歳 ３０８名 

４位 大和ハウス工業 ８９４万円 ３９歳 ８８５名 

５位 旭化成ホームズ ８６８万円 ４１歳 １５２名 

６位 住友林業 ８６７万円 ４３歳 １６３名 

７位 大東建託グループ ８５８万円 ４１歳 ４３２名 

８位 ミサワホーム ８０３万円 ４３歳 ７１名 

９位 一条工務店 約８００万円 ３７歳 ４２８名 

１０位 都市再生機構（UR都市機構） ７９９万円 ３９歳 ７９名 

【住宅・マンション業界の特徴】 

～メリット～ 

低金利を追い風に活況が続く。 

だが、販売価格の上昇がこれ以上続くと、売れ行きの鈍化につながる恐れも。 

～デメリット～ 

住宅業界では買収による再編の動きが目立っており、中長期的な市場縮小を前に生き残りを懸けた再編が 

始まっている段階。 

  大量採用をしているハウスメーカーは多いが、離職率も当然高い業界。 

  不動産に年収もキャリアも見劣りしがちなのが実情である。 

 

 



【エネルギー 年収ランキング】 

日本国内企業１２社比較 

順位 社名 

２０２０年度 

平均年収 平均年齢 採用人数 

１位 ENEOSグローブ １０６２万円 ４４歳 ９名 

２位 JXTGエネルギー 約１０００万円 ４２歳 １２２名 

３位 アストモスエネルギー ９９７万円 ４０歳 １２名 

４位 出光興産 ９５１万円 ４２歳 ６９名 

５位 昭和シェル石油 ９３２万円 ４５歳 ２６名 

６位 国際石油開発帝石 ９２３万円 ４０歳 ４６名 

７位 石油資源開発 ８０６万円 ４１歳 １３名 

８位 東京電力 ７８６万円 ４３歳 約２５０名 

９位 中国電力 ７７９万円 ４４歳 １２５名 

１０位 中部電力 ７６７万円 ４３歳 １６１名 

１１位 四国電力 ７６６万円 ４４歳 ５８名 

１２位 九州電力 ７６２万円 ４４歳 １１１名 

【エネルギー業界の特徴】 

～メリット～ 

石油の業界再編で過剰な価格競争から脱し、採算は改善局面。またエネルギー業界でも石油系の年収は 

軒並み高く、少数精鋭のエリート大卒が占める。インフラのため定年まで勤め上がることが出来る。 

～デメリット～ 

  電力・ガスは自由化の流れで競争激化。今後は人口減少・脱炭素化・デジタル化・自動車運転人口の減少 

  といった様々な要因によりエネルギー業界は新たな変革が要求される。 



【陸.海.空運 物流 年収ランキング】 

日本国内企業１１社比較 

順位 社名 

２０２０年度 

平均年収 平均年齢 採用人数 

１位 日本郵船 ９６６万円 ３９歳 ５３名 

２位 商船三井 ９４４万円 ４０歳 ５１名 

３位 飯野海運 ９３５万円 ３８歳 ６名 

４位 日本航空 ８６７万円 ４０歳 １２０名 

５位 NSユナイテッド海運 ８５０万円 ４０歳 ５名 

６位 川崎汽船 ８４２万円 ４０歳 ２０名 

７位 全日本空輸 ８１６万円 ４１歳 １２６名 

８位 日立物流 ８０１万円 ４１歳 １４名 

９位 鴻池運輸 ７９１万円 ４１歳 ５０名 

１０位 三菱倉庫 ７８４万円 ４０歳 ４４名 

１１位 日本トランスシティ ７７８万円 ３７歳 ３１名 

【陸.海.空運 物流業界の特徴】 

～メリット～ 

値上げが進み、物流各社の業績は改善傾向。 

物流の中でも海運は採用人数も少なく就社難易度は高いが、高給と休みがかなり多い。 

上位７社は就活生からも人気で、かなり地位も高い 

～デメリット～ 

  海運に関しては採用人数がかなり少なく入社するのがまず難しい。 

  ANA と JAL に関しては就活人気企業ランニングにおいて毎年 TOP10 入りするため、こちらもかなり企業 

  研究を重ねたうえで挑戦するべきである。 



【鉄道 年収ランキング】 

日本国内企業１１社比較 

順位 社名 

２０２０年度 

平均年収 平均年齢 採用人数 

１位 阪急阪神ホールディングス ９１９万円 ４０歳 ４７名 

２位 京阪ホールディングス ８３８万円 ４０歳 １１名 

３位 西部ホールディングス ８０５万円 ３９歳 ５名 

４位 近鉄グループホールディングス ８０３万円 ４６歳 ３２名 

５位 小田急電鉄 ７５６万円 ４０歳 ４７名 

６位 東急急行電鉄 ７４６万円 ４１歳 ４６名 

７位 東海旅客鉄道 ７３３万円 ３７歳 ５２０名 

８位 東京地下鉄 ７２６万円 ３７歳 ２９名 

９位 京王電鉄 ７１８万円 ４０歳 ３５名 

１０位 東日本旅客鉄道 ７１４万円 ４１歳 約５００名 

【鉄道業界の特徴】 

～メリット～ 

景気回復による雇用増が定期券利用者数を押し上げる。 

インフラで倒産の危機がないため、定年退職まで勤め上げることができる。 

総合職で入社すると年収は上記記載の年収の＋１００万円くらいの平均年収になる。 

～デメリット～ 

  勤勉なタイプが多く、保守的な業界なため、年功序列が強い。 

  基本的に若手の挑戦が好まれる業界ではない。 

  採用倍率がかなり高い。例えば、小田急電鉄を例にとると５７名の採用者に対し総合職の採用人数は 

  １０名程度とかなり厳しい新卒入社争いになる。 

 


